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奨
学
金
給
付
、高
校
等
助
成

事
業
に一億
三
千
万
円
余

総
額
二
億
円
余
の
令
和
八
年
度
事
業・予
算
決
定

査
（
一
次
選
考
）
を
五
十
六
人
が
通
過
。

三
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日

間
、
多
治
見
市
の
バ
ロ
ー
文
化
ホ
ー
ル

　

令
和
八
年
度
大
学
奨
学
生
に
は
、
遠

方
の
倉
敷
高
等
学
校
や
和
歌
山
信
愛
高

等
学
校
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
、

つ
く
ば
開
成
高
等
学
校
な
ど
の
通
信
制

な
ど
、
県
外
十
一
校
を
含
む
四
十
九
高

等
学
校
か
ら
百
十
六
人
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

応
募
事
由
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
記
し

た
申
請
書
と
、
課
題
図
書　

柴
田
一

成
・
著
『
太
陽
の
脅
威
と
人
類
の
未
来
』

を
読
ん
で
の
小
論
文
等
に
よ
る
書
面
審

で
行
っ
た
面
接
に
よ
る
二
次
選
考
に
て

四
十
六
人
を
合
格
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
八
年
度
大
学
院
奨
学
生

に
は
、
当
奨
学
会
奨
学
生
六
人
を
含
む

十
七
人
が
応
募
。
書
面
審
査
（
課
題
図

書
、
永
田
和
宏
・
著
『
知
の
体
力
』）

に
よ
り
十
一
人
を
合
格
。
大
学
奨
学
生

四
十
六
人
、
大
学
院
奨
学
生
十
一
人
と

も
、
三
月
十
七
日
の
通
常
理
事
会
に
て

承
認
さ
れ
、
内
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
八
年
度
の
当
奨

学
会
奨
学
生
の
合
計
は
百
九
十
一
人
、

年
間
の
奨
学
金
給
付
総
額
は
六
千
七
百

五
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
内
の
高
等
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
や
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
研
究
活
動
は
も

ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
教
育
、

文
化
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
青
少
年
の

健
全
育
成
や
地
域
振
興
活
動
を
経
済
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
令
和
八
年
度
助
成
事

業
の
応
募
は
、
四
月
二
十
日
締
切
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
助
成
対
象
団
体
の
活
動

報
告
か
ら
一
部
を
四
、五
ペ
ー
ジ
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。（
応
募
方
法
は
当
奨

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
）

　

活
性
化
事
業
と
し
て
取
り
組
む
第
五

回
漱
玉
館
杯
争
奪
「
女
子
学
生
選
抜
剣

道
大
会
」
や
、
漱
玉
館
の
「
す
す
払
い

と
雑
巾
掛
け
大
会
」
も
青
少
年
育
成
の

一
環
と
し
て
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人
　
伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学
会
（
田
代
久
美
子
理
事
長
）
は
三

月
十
七
日
、「
令
和
七
年
度
通
常
理
事
会
」
を
開
催
し
、
令
和
八
年
度
大
学
奨
学

生
四
十
六
人
と
、
同
大
学
院
奨
学
生
十
一
人
を
内
定
。
さ
ら
に
、
四
月
二
十
日

締
切
で
現
在
応
募
受
付
中
の
助
成
事
業
（
高
等
学
校
等
ク
ラ
ブ
活
動
・
地
域
振

興
活
動
助
成
）
や
、
活
性
化
事
業
と
し
て
当
奨
学
会
所
有
の
道
場
「
漱
玉
館
」

を
会
場
に
、
株
式
会
社
バ
ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
等
と
共
催
す
る
第
五
回
漱

玉
館
杯
争
奪
「
女
子
学
生
選
抜
剣
道
大
会
」
な
ど
、
総
額
二
億
円
余
に
の
ぼ
る

令
和
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

大
学
奨
学
生 

四
十
六
人

大
学
院
奨
学
生 

十
一
人
を
内
定

奨学生　面接中

令和八年度　助成事業　応募チラシ



〝
漱
玉
杯
争
奪
〟

  
第
四
回『
女
子
学
生
選
抜
剣
道
大
会
』

  
初
出
場
の
日
体
大
が
優
勝

　

大
会
は
、
当
奨
学
会
が
選
抜
し
た
八
大
学

の
女
子
剣
道
部
が
出
場
。
五
人
制
の
団
体
戦

で
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
れ
て
の
予
選
リ
ー
グ

を
経
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
二
チ
ー
ム
に
よ

伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学
会
は
十
一
月
二
十
二
日（
土
）、武
道
場「
漱
玉
館
」開
館
四
周
年
を

記
念
し
、㈱
バ
ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な
ど
と
の
共
催
で
、第
四
回『
女
子
学
生
選
抜
剣

道
大
会
』を
開
催
、初
出
場
の
日
本
体
育
大
学
が
優
勝
、岐
阜
の
朝
日
大
学
が
準
優
勝
し
た
。

る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
争
う
。
特
に
今
大

会
に
は
、
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
日
体
大
が

初
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
第
二
、
第
三

回
を
連
続
優
勝
の
愛
知
・
星
城
大
学
、
第
一

回
優
勝
の
愛
知
・
中
京
大
学
や
、
岐
阜
の
朝

日
大
学
、
中
部
学
院
大
学
、
さ
ら
に
は
愛
知

の
愛
知
大
学
、
愛
知

学
院
大
学
、
そ
し
て

静
岡
か
ら
初
出
場
の

常
葉
大
学
が
迎
え
撃

つ
形
で
、
ど
の
試
合

も
白
熱
し
た
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
恒
例
の
特
別

試
合
は
、
タ
レ
ン
ト

で
剣
道
六
段
の
渡
辺

正
行
さ
ん
が
、
全
日

本
剣
道
大
会
優
勝
や

日
本
の
世
界
剣
道

大
会
優
勝
に
貢
献
し
た
剣
道
錬
士
七
段
の
末

永
真
理
さ
ん
を
初
め
、
福
井
県
立
敦
賀
高
等

学
校
教
員
・
剣
道
六
段
の
大
西
な
な
み
さ
ん
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク

ス
社
・
剣
道
四
段
の

山
崎
愛
香
さ
ん
、
同

じ
く
濱
田
裕
佳
さ
ん

な
ど
全
日
本
剣
道
大

会
出
場
経
験
者
に
、

渡
辺
さ
ん
が
主
宰
す

る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

『
剣
道
ま
っ
し
ぐ
ら
』

出
演
者
で
剣
道
三
段

の
佐
藤
あ
か
り
さ
ん

の
五
人
を
率
い
て
、

大
会
上
位
四
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
し
た
五
選
手

と
対
戦
。
こ
ち
ら
も
、熱
戦
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
大
会
長
の
田
代
久
美
子
理

事
長
か
ら
優
勝
し
た
日
本
体
育
大
学
に
優
勝

杯
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
た
四

チ
ー
ム
全
て
に
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ

た
。
優
勝
、
準
優
勝
、
三
位
の
各
メ
ダ
ル
は
、

多
治
見
市
の
幸
兵
衛
窯
特
製
の
陶
製
メ
ダ
ル

で
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
参
加
賞
と
し
て
出
場
者

全
員
に
、
竹
刀
、
漱
玉
館
手
拭
、
バ
ロ
ー
Ｐ

Ｂ
商
品
、
香
取
神
宮
・
鹿
島
神
宮
の
お
守
り

な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

優勝した日本体育大学のメンバー

賞状を授与する渡辺正行さんと見守る田代理事長

白熱の試合が繰り広げられた

三

位

準
優
勝

優

勝

出
場
大
学
と
成
績

常
葉
大
学

中
部
学
院
大
学

中
京
大
学

愛
知
大
学

星
城
大
学

愛
知
学
院
大
学

朝
日
大
学

日
本
体
育
大
学

静
岡
県

岐
阜
県

愛
知
県

愛
知
県

愛
知
県

愛
知
県

岐
阜
県

東
京
都



剣
道
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
全
力
で

仕
事

　
　
中
京
大
学　
法
学
部　
法
律
学
科

　
　
　
　
　
　
　

 

一
年　
岸
元　
星
依
奈

　

私
は
剣
道
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

剣
道
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
部
活
動
に
は

所
属
せ
ず
、
少
年
団
の
稽
古
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
親

身
に
指
導

し
て
く
だ

さ
る
先
生

方
の
ご
尽

力
の
お
か

げ
で
昇
段
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
私
は
自
動
車
学
校
に
通
っ
て
い

る
最
中
で
、
ま
だ
自
分
で
稽
古
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
家
族
が
協
力
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
稽
古
に
参
加
で
き
て
い
ま
す
。
先

生
方
や
家
族
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
も
ひ
た
む
き
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
と

塾
で
働
い
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

は
お
客
様
と
の
接
し
方
や
業
務
を
通
し
て
、

言
葉
づ
か
い
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
人
基
礎

力
を
少
し
ず
つ
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
声
掛

け
で
お
客
様
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た

時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
塾
で
は
、
小

学
生
と
中
学
生
の
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
教
え
る
と
理
解
が
よ
り

深
ま
る
か
を
考
え
て
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
て
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
教
え
た
後
に
生
徒
が
自
力
で
解
け
た
と

き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
業
と
両
立
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。

　
　

  

伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学
会

　
　
　
　
理
事
長　

田
代　

久
美
子

　

神
道
の
教
義
は
た
だ
浄
め
る
こ
と
。
そ

れ
以
外
に
何
も
な
い
。
仏
教
新
聞
の
記
者

で
あ
っ
た
司
馬
遼
太
郎
は
そ
う
喝
破
す

る
。
神
官
の
朝
の
御
勤
め
は
ま
ず
掃
除
で

あ
り
、
山
川
風
土
を
浄
め
る
祝
詞
を
挙
げ

る
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
が
渡
来
し
て
も
、

日
本
で
は
寺
の
掃
除
は
大
切
な
修
行
の
ひ

と
つ
。
他
国
で
は
、
僧
は
頭
脳
を
駆
使
す

る
尊
い
存
在
で
人
々
の
喜
捨
で
暮
ら
し
、

肉
体
を
使
役
す
る
の
は
禁
忌
。
掃
除
な
ど

を
担
う
の
は
下
層
の
階
級
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

日
本
は
天
皇
陛
下
御
手
ず
か
ら
田
植
え

を
、
皇
后
陛
下
は
蚕
の
御
世
話
を
な
さ
る

国
柄
。
香
取
神
宮
が
皇
居
の
年
末
恒
例
の

大
掃
除
を
承
り
、
そ
の
労
い
に
皇
后
陛
下

御
手
ず
か
ら
の
お
に
ぎ
り
を
戴
く
と
い

う
。
子
供
た
ち
も
学
校
の
教
室
の
掃
除
を

す
る
。
つ
ま
り
労
働
の
位
置
付
け
が
他
国

と
は
全
く
違
う
。
頭
脳
と
肉
体
双
方
分
か

ち
難
く
、
融
合
し
て
こ
そ
の
全
き
人
格
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
存
在

が
本
田
宗
一
郎
。
他
国
で
は
経
営
者
は
背

広
だ
が
、
本
田
の
真
っ
白
な
作
業
着
は
自

分
の
技
術
で
世
界
を
席
巻
す
る
の
だ
と
い

う
技
術
者
魂
の
矜
持
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ト

ヨ
タ
の
「
改
善
」
は
、
例
え
ば
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
ー
に
着
い
て
い
る
人
間
は
、
流
れ

て
来
る
部
品
の
不
具
合
な
ど
疑
う
と
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
を
止
め
る
権
限
を
持
ち
、

改
善
の
提
案
を
す
る
。
つ
ま
り
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
の
映
画
「
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」
の
如

き
労
働
者
の
単
純
作
業
で
は
な
く
、
頭
脳

と
肉
体
が
連
携
し
て
い
る
の
が
日
本
で
あ

る
。
武
道
茶
道
み
な
「
道
」
で
あ
り
、
職

人
も
一
様
に
生
涯
精
進
、
勉
強
と
い
い
、

尊
敬
を
受
け
る
。

　

自
分
で
掃
除
を
す
る
こ
と
は
そ
の
労
働

を
す
る
階
級
の
仕
事
を
奪
う
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
弁
説
も
あ

る
。
そ
の
階
級
に
は
も
っ
と
学
び
の
機
会

と
仕
事
の
選
択
肢
を
増
や
す
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
『
新
幹
線
の
お
掃
除
の
天
使
た

ち
』
の
よ
う
に
創
造
的
に
現
場
力
を
組
み

上
げ
る
権
限
と
報
酬
を
用
意
す
べ
き
な
の

だ
。
そ
し
て
彼
ら
も
我
ら
も
、
自
分
の
こ

と
は
自
分
の
手
が
あ
る
。

　
十
二
月
十
三
日
（
土
）、「
武
道
場
『
漱
玉
館
』
す
す
払
い
・

雑
巾
が
け
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
間
の
厄
や
汚
れ
を
落

と
し
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
恒
例
の
行
事
で
す
。

　
当
日
は
、
笠
原
剣
道
少
年
団
、
共
栄
剣
道
少
年
団
、
剣
林
館

道
場
、
滝
呂
剣
道
少
年
団
、
土
田
鳩
吹
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
五
団
体
所
属
の
剣
士
と
そ
の
保
護
者
、
総
勢
約
百
人
が
参
加
。

日
頃
の
稽
古
や
試
合
で
使
用
し
た
武
道
場
を
大
掃
除
。

　
掃
除
の
後
は
、
雑
巾
が
け
競
争
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

漱
玉
館
す
す
払
い



競
技
用
車
椅
子

Ｆ
Ｉ
Ｅ
公
認
審
判
機
等

獅
子
舞
衣
装

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
新
た
に
競
技
を
始
め
る
き
っ
か
け

と
も
な
っ
た
。
近
年
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
用
具

の
価
格
は
上
昇
し
て
お
り
、
購
入
に
踏
み
切

る
こ
と
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

協
会
が
体
験
者
用
の
用
具
を
保
有
し
、
貸
し

出
し
を
行
う
こ
と
は
、
初
め
て
挑
戦
す
る
人

や
過
去
に
用
具
を
手
放
し
た
経
験
者
が
気
軽

に
競
技
へ
復
帰
・
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
回
の
助
成
金
に
よ

り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
、
競
技
の

普
及
と
裾
野
の
拡
大
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

沢
山
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
特
に

演
者
た
ち
自
身
へ
の
影
響
は
大
き
く
、「
こ
の

素
晴
ら
し
い
衣
装

を
着
用
し
て
恥
ず

か
し
い
獅
子
舞
は

舞
え
な
い
ぞ
」
と

い
う
思
い
と
、「
こ

の
大
切
な
文
化
を

衣
装
と
共
に
長
く

継
承
し
、
次
の
五

十
年
の
百
周
年
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
こ

う
」
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
よ
り
一
層
の

責
任
感
が
芽
生
え
た
気
が
し
ま
す
。

　
　
ひ
る
が
の
獅
子
舞
保
存
会

　

九
月
十
四
日
に
ひ
る
が
の
白
山
神
社
に
て

開
催
さ
れ
た
例
祭
に
お
い
て
、
獅
子
舞
を
奉

納
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
本
殿
の
新
築
と
獅
子
舞
の
五
十
周

年
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
等
で

広
く
周
知
活
動
を
行
っ
た
効
果
も
あ
り
、
当

日
は
例
年
の
二
倍
程
に
当
た
る
百
八
十
人
程

の
観
客
の
前
で
新
し
い
衣
装
を
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
の
先
輩
方
や
、子
供
た
ち
か
ら「
良

い
衣
装
を
作
っ
た
な
」「
恰
好
い
い
」
等
と

　
　
岐
阜
シ
ャ
イ
ン

　

講
習
会
を
通
じ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
基

本
技
術
（
パ
ス
、
シ
ュ
ー
ト
、
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
な
ど
）
が
着
実
に
向
上
し
た
。
特
に
車
椅

子
操
作
の
ス
ム
ー
ズ
さ
や
、
試
合
中
の
判
断

力
が
向
上
し
、
実
践
形
式
の
練
習
で
も
成
果

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
パ
リ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
日
本
代
表
の
大
津
選
手
に
よ
る
実
践
的

な
指
導
は
、
選
手
達
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
す
と
い
う
目
標
が
よ
り
身
近
な
も

の
と
な
り
、
選
手
自
身
が
「
代
表
選
手
に
な

る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
競
技

に
対
す
る
姿
勢
や
努
力
の
大
切

さ
を
学
び
、
日
常
の
練
習
に
も
積

極
性
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
育
成
事
業
を
通
し
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
達
が
技
術
的
に

も
精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
す

る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
非
常

に
意
義
深
い
取
り
組
み
で
あ
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
大
津
選

　
　
岐
阜
県
パ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会

　

今
回
の
助
成
金
に
よ
り
、
パ
ラ
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
の
実
践
練
習
に
不
可
欠
な
審
判
機
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
正
確
な
突
き
の

感
覚
や
有
効
面
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
年
度
は
九
月
の
時
点
で
計
十
回
の

練
習
会
を
実
施
し
、
実
際
の
試
合
環
境
と
ほ

ぼ
同
じ
条
件
で
の
練
習
を
通
じ
て
、
競
技
に

お
け
る
判
断
力
や
集
中
力
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、

マ
ス
ク
お

よ
び
電
気

剣
セ
ッ
ト

は
、
ま
だ

用
具
を
購

入
し
て
い

な
い
初
心

者
や
体
験

希
望
者
に

貸
し
出
し

を
行
い
、

本
格
的
な
競
技
用
具
を
装
着
し
て
の
体
験
を

提
供
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
は
パ
ラ

手
の
存
在
は
、
選
手
達
に
と
っ
て
憧
れ
で
、

目
標
で
も
あ
り
、
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と

で
「
自
分
も
で
き
る
」
と
い
う
自
信
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的

な
講
習
会
の
開
催

を
通
じ
て
、
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
の
育
成

と
競
技
の
普
及
に

努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

助
成
事
業
報
告２０２４年パリパラリンピック車いすバスケット

ボ―ル女子日本代表「大津美穂」選手



動
力
台
車
キ
ッ
ト
等

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ジ

　
　
岐
阜
県
立
大
垣
工
業
高
等
学
校

　
　
電
子
機
械
部

　

私
た
ち
は
「
大
工
電
車
（
だ
い
こ
う
で
ん

し
ゃ
）」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
自
作
電

車
を
、
毎
年
複
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
運
行
し

て
い
ま
す
。
お
子
様
と
そ
の
保
護
者
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。昨
年
度
の
授
業
時
間
に
お
い
て
、

三
年
生
が
制
作
し
た
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
を

　
　
岐
阜
県
立
大
垣
東
高
等
学
校

　
　
硬
式
野
球
部

　
こ
の
度
は
鳥
か
ご
ゲ
ー
ジ
設
置
の
助
成
を

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
練
習
環
境
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

冬
の
練
習
で
思
う
よ
う
に
打
撃
練
習
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
鳥
か
ご
ゲ
ー
ジ
設

置
の
お
か
げ
で
、
投
手
の
球
を
実
際
に
打
つ

こ
と
が
で
き
、練
習
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
鳥
か
ご
ゲ
ー
ジ
を
活
用

し
、
個
人
の
打
撃
技
術
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

チ
ー
ム
全
体
の
技
術
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
練
習
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

二
年　
山
川　
晴
生

模
し
た
新
型
電
車
も
、
今
年
度
よ
り
運
行
に

加
わ
り
ま
し
た
。

　

助
成
金
で
九
月
上
旬
に
新
し
い
駆
動
車
用

部
品
、
客
車
用
台
車
部
品
、
連
結
部
品
を
購

入
し
ま
し
た
。
本
製
品
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
以

外
は
キ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
電

子
機
械
部
の
生
徒
と
協
力
し
な
が
ら
組
立
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
制
作
す
る
駆
動
車
両
は
、
二
つ
の
駆

動
台
車
に
よ
る
ボ
ギ
ー
式
車
両
と
し
ま
し

た
。

　

十
月
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
は
雨

天
の
た
め
、
新
し
い
駆
動
車
の

登
場
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
日
も
早
く
、
よ
り
力
強

く
、
よ
り
安
心
し
て
運
行
で
き

る
自
作
電
車
を
地
域
の
皆
様
に

お
披
露
目
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

駆
動
台
車
を
二
つ
に
す
る
こ

と
で
駆
動
力
が
大
幅
に
向
上
し

た
新
型
駆
動
車
の
実
証
試
験
も

行
い
、
新
型
車
両
と
併
せ
て
、

安
心
・
安
全
で
、
こ
れ
か
ら
も

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

自
作
電
車
の
運
行
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
顧
問　
森
田　
光

　

こ
の
度
は
鳥
か
ご
ゲ
ー
ジ
を
設
置
し
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
ま

で
学
校
で
の
打
撃
練
習
は
、
素
振
り
な
ど
限

ら
れ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
鳥
か
ご
ゲ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
投
手
が
投
げ
る

ボ
ー
ル
を
打
つ
練
習
が
で
き
、
よ
り
実
戦
に

近
い
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
練
習
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
性
の
面
で
打
球
が

住
宅
地
へ
飛
ん
で
い
く
心
配
や
他
の
部
活
動

の
練
習
の
邪
魔
に
な
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
風
の
強
い
日
や
雪
が
積
も

る
日
な
ど
は
ネ
ッ
ト
を
た
た
む
な
ど
し
て
丁

寧
に
管
理
を
し
て
使
用
し
ま
す
。
鳥
か
ご

ゲ
ー
ジ
で
の
練
習
は
、
チ
ー
ム
が
成
長
す
る

た
め
に
必
要
で
す
の
で
、
今
後
も
丁
寧
な
使

用
が
で
き
る
よ
う
に
次
に
入
学
し
て
く
る
後

輩
に
も
伝
え
て
、
チ
ー
ム
で
大
切
に
使
用
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
回
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す

る
感
謝
を
胸
に
、
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る

県
ベ
ス
ト
８
を
目
標
に
、
日
々
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
年　
臼
井　
健
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回
り
体
や
パ
ワ
ー
が
大
き
く
強
か
っ
た
で

す
。
育
英
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
こ
の
時

ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
全
力
で
出
し

て
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優

勝
で
き
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、

努
力
が
報
わ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
ま

た
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
方
へ

の
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

視
画
像
を
用
い
な
が
ら
針
や
カ
テ
ー
テ
ル

を
体
内
に
挿
入
し
て
治
療
を
行
う
Ｉ
Ｖ
Ｒ

手
法
で
は
医
師
の
被
ば
く
リ
ス
ク
が
高
く
、

手
術
件
数
の
制
限
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
遠
隔
操
作
で
手
術

を
行
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
こ
と
で
、

そ
の
リ
ス
ク
を
取
り
除
く
と
い
う
目
的
の

も
と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
Ｉ
Ｖ

Ｒ
手
術
環
境
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
上

で
、
Ｃ
Ｔ
装
置
や
患
者
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
接

触
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
針
の
穿
刺
開
始
位
置
ま

で
の
移
動
に
時
間
を
要
す
る
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
が
行
っ
て
い
る

研
究
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
針
穿
刺
開
始
位
置

ま
で
の
安
全
な
経
路
計
画
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
任
意
キ
ー
を
押
し
て
い
る
間
だ
け
ロ

ボ
ッ
ト
を
動
作
さ
せ
る
Ｊ
Ｏ
Ｇ
動
作
で
穿

刺
開
始
位
置
ま
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
移
動
を

自
動
化
す
る
こ
と
で
す
。
経
路
計
画
で
は

高
速
か
つ
大
域
的
に
探
索
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ベ
ー
ス

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
用
し
て
お
り
、
安

全
の
た
め
周
辺
環
境
と
の
距
離
余
裕
を
持

た
せ
る
、
針
が
患
者
に
向
か
な
い
よ
う
に

移
動
さ
せ
る
、
経
路
の
平
滑
性
を
考
慮
し

て
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

岡
山
大
学　
工
学
部　
工
学
科

　
　
機
械
シ
ス
テ
ム
系　

　
　
　
　
　
　
　
　
四
年　
安
田　
拓
夢

　

私
は
今
年
度
か
ら
適
応
学
習
シ
ス
テ
ム

制
御
学
研
究
室
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
～
制
御
ま
で

幅
広
い
研
究
分
野
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い

う
部
分
に
興
味
を
持
ち
、
こ
の
研
究
室
を

希
望
し
ま
し
た
。

　

現
在
配
属
さ
れ
て
い
る
適
応
研
で
は
遠

隔
操
作
で
Ｉ
Ｖ
Ｒ
手
術
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
に
関
連
す
る
研
究
を
進
め
て
お
り
、

医
工
連
携
、
製
品
化
へ
向
け
た
産
学
連
携

と
い
う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
Ｉ

Ｖ
Ｒ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

研
究
背
景
と
し
て
、
Ｃ
Ｔ
画
像
や
Ｘ
線
透

　
　

育
英
大
学　
教
育
学
部　
教
育
学
科　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年　
小
川　
凛
花

　

六
月
に
は
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
が
行
わ
れ
、
目
標
に
し
て
い
た
三
位

以
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校

生
の
時
か
ら
全
日
本
で
三
位
以
内
に
入
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
て
、
大
学
に
入
っ

て
や
っ
と
三
位
以
内
に
入
り
、
メ
ダ
ル
を

と
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
四
月
の
日
本
代
表
選
考
会
で
優
勝

で
き
た
た
め
、
八
月
に
は
世
界
選
手
権
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は

四
月
の
大
会
で
、
準
優
勝
だ
っ
た
の
で
ア

ジ
ア
大
会
出
場
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年

は
こ
の
世
界
選
手
権
で
優
勝
す
る
の
が
目

標
で
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
、
Ｕ
20
世
界

選
手
権
は
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
サ

モ
コ
フ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
出
場
し

た
Ｕ
17
の
世
界

選
手
権
の
時
に

比
べ
て
、
他
の

国
の
選
手
も
一

奨 
学 

生 

頑 

張 

っ 

て 

ま 

す

　
「
令
和
七
年
度
岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
」の

表
彰
式
が
二
月
二
十
日
、
岐
阜
県
庁一階
ミ

ナ
モ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
当
奨
学
会
奨
学

生
の
小
川
凜
佳
（
育
英
大
学
１
年
）
さ
ん
、

碓
氷
晴
登
（
日
本
大
学
３
年
）
さ
ん
、
近

藤
薫
（
岐
阜
協
立
大
学
４
年
）
さ
ん
の
三

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
川
凜
佳
さ
ん 

「
二
〇
二
五
年
Ｕ
20
レ

ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
大
会
」
女
子
五
〇

㎏
優
勝 　

　
碓
氷
晴
登
さ
ん
「
令
和
七
年
度
全
日
本

学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
レ
ス
リ
ン
グ
七
〇
㎏
準
優
勝

　

近
藤
薫
さ
ん
「
W
Ｐ
Ｓ
公
認
二
〇
二
五

ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
水
泳
競
技
大
会
」
一
〇
〇
ｍ

平
泳
ぎ
、
二
〇
〇ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝

〈国際大会での主な戦歴〉
令和七年  Ｕ２０世界選手権 　　優勝
令和六年  Ｕ２０アジア選手権 　優勝
令和五年  Ｕ１７世界選手権 　　優勝


